
 

P. 1 
 

2025 年度事業報告書 
特定⾮営利活動法⼈ 豊中市⻘少年野外活動協会 

 

1. 事業期間 
2025 年 4 ⽉ 1 ⽇〜2026 年 3 ⽉ 31 ⽇ 

 

2. 事業の成果 
l 総括 

これまで築いてきた内外の「繋がり」を⼤切にし、さらに強めていくことを念頭に 2025 年度は活動を⾏いました。
「わっぱる」の指定管理業務は三期⽬の最終年度でした。施設に関わる多くの⽅々が、それぞれの役割に注⼒し
た結果、前年度を上回る利⽤者を受け⼊れることができました。また、多くの⾃治体、団体、企業、個⼈と、施設
への受け⼊れや主催事業、派遣事業などで関わる中で、活動の幅は確実に広がってきています。2026 年度から
の指定管理者に選定していただけたことも、これまでの活動が評価された結果であると考えます。 
 事業や研修ではチーム制を導⼊し、３つのチームそれぞれにカウンセラー、わっぱる職員、理事が所属する形で
企画運営を進めました。チーム内での結束が強まり、カウンセラーの事業や研修への参加率の向上に繋がりました。
事業においては安定した運営を⾏うことができ、参加者の多くから好評をいただいた⼀⽅で、集客に課題を残しま
した。新規事業を中⼼に、定員に満たない事業も⾒られ、社会のニーズを踏まえた上での事業内容の⾒直しや、
広報の⾒直しも必要と考えます。育成においては、前述のチーム制のもと各チームで分担して研修の企画運営を
担いました。また、シニアを中⼼としたカウンセラーが、経験の浅いカウンセラーの指導やサポートを⾏い、カウンセラー
全体の成⻑へと繋がっています。また、カウンセラー募集においてはポータルサイトへの掲載及び、オンラインを中⼼
とした説明会の実施に引き続き⼒を⼊れることで⼀定の成果を得ています。 

協会として、さらに新しい活動領域や可能性を開拓していくこと、これからの協会を担う若い世代の育成を念頭
に、今後も活動していきます。 

 
l 豊中市からの受託事業及び協会主催事業 

協会主催事業および受託事業を通じて、中⾼⽣からファミリー層、ひとり親家庭まで幅広い対象へ多様な体
験を提供しました。 
主催事業の「アウトドアクラブ」では、中⾼⽣を対象に BBQやテント泊キャンプ、企画会議などを年間通じて実

施し、参加者の主体性を育み、交流を進めました。「⼤⼈のクラフト」では、⾼い年齢層ならではの、じっくりと取り
組むプログラムを提供することができました。各回の参加者数は少なかったものの、継続的に実施することで⼀定
のねらいを届けることができたと考えます。 
豊中市からの受託事業として、⺠間事業者とのコラボレーション企画事業を３本実施しました。どの事業も、

法⼈や企業、団体と協⼒しながら、それぞれの得意分野を活かしたプログラムを提供して、「わっぱる」の新しい
魅⼒開発に努めました。また、従来の利⽤者層以外の⽅に参加していただくことで、「わっぱる」の知名度の向上
と、新たな利⽤者層の開拓に取り組みました。 
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l カウンセラー育成 
野外活動およびグループワークを実践しながら⼦どもと関わることができる優れた指導者の育成を⽬的に、当協

会の礎となる⼈材開発に取り組みました。 
2025 年度は、⼈材育成の中期計画の最終年度にあたります。初年度には、カウンセラーハンドブックの整備に
より基礎知識の体系化を図り、基礎研修を実施しました。次年度以降は、その基礎知識の定着とともに応⽤的
な理解へと発展させ、理事主導の研修体制から「カウンセラーによる、カウンセラーのための研修」へと段階的に移
⾏してきました。その結果、主体的かつ積極的に取り組む意識の醸成につながったと考えています。 

最終年度となる 2025 年度は、カウンセラーをチーム（A・B・C）に分け、事業の企画運営と並⾏して研修の
企画・実施にも取り組みました。教え合う仕組みを取り⼊れたことで、教える側・教えられる側の双⽅に相乗効果
が⽣まれ、カウンセラー⼀⼈ひとりが当事者意識を持って活動に関わる姿勢が⾒られるようになりました。また、先
輩カウンセラーが後輩の指導役として活躍する中で、「教えることの難しさ」と向き合いながら、⾃⾝の学びを深める
機会にもつながったと感じています。⼀⽅、質の担保という観点においては、理事の関わりは引き続き重要であり、
適切に関与していくことで⼈材育成の質を維持していく必要があると考えています。課題としては、年度の上期の
参加率は⾼い⽔準を維持できた⼀⽅で、下期は低迷する結果となりました。継続的に参加できる仕組みづくりが
今後の重要なテーマであると認識しています。 
次年度は、上期を「学びの強化期間」、下期を「個々の興味・関⼼の深化と体系化の期間」と位置づけ、年間

を通じた成⻑の流れをより明確にしていきたいと考えています。研修に主体的かつ積極的に参加することは、カウン
セラー⾃⾝の成⻑に直結します。カウンセラー育成の主役はあくまでカウンセラー⾃⾝であるという認識を、今後も
組織全体で共有し、さらに浸透させていくことが重要であると考えています。 

 
l 「豊中市⽴⻘少年⾃然の家 わっぱる」の管理運営 

2025 年度は 3 期⽬の最終年度の運営となりました。「⼈と⼈ ⼈と⾃然が繋がる わっぱるの森」の運営テー
マを念頭に、多くの⽅に関わっていただきながら、安⼼・安全な運営に努めたのはもちろん、これまでの 5 年間をふり
返り、4 期⽬の 5 年間の運営について考えを深め、準備を進める 1 年でもありました。 

利⽤実績としては 325 団体 14,344 ⼈の利⽤がありました。豊中市の施策のバス補助事業が復活し、秋以
降に市内学校の⽇帰り利⽤が増加したほか、「⻘少年交流⽂化館 いぶき」の不登校⽀援（創造活動）に出
前事業を続け、⽇帰り利⽤での来所に繋がったり、地元能勢町との繋がりで⾥⼭デイキャンプの開催に繋がるなど、
これまでのご縁が利⽤に結びついた 1 年でもありました。団体予約の少ない週末には家族向けプランも実施し、来
所のきっかけづくりに努めました。秋以降、全国のクマの被害に関する連⽇の報道によって、低年齢層の団体や事
業参加のキャンセルが⼊るなど、影響もありました。野外にある教育施設として、⽬の前の対応策が必要なのはも
ちろんですが、環境問題としてどのような啓発活動を⾏なっていくかも必要と考えます。1 ⽉より運⽤が開始された
林野⽕災警報では、発令中はたき⽕、キャンプファイヤー、かまどでの⽕の使⽤が禁⽌となり、1〜2 ⽉の主催事
業や森整備に影響が出ました。発令が予想される場合、早めの告知や代替案の⽤意などで対応していきます。 
 主催事業については、どの事業も参加者には概ね好評をいただいていますが、新規事業を中⼼に、参加者募
集に苦戦しました。⼤⼈向けアウトドアサークルは、対象としていた層からの申込がなく、急きょファミリーキャンプに変
更しての開催となりました。⾳楽の森キャンプは、内容は充実していたものの、定員には⼤幅に届きませんでした。
防災キャンプは、これまで冬の 1泊 2 ⽇で集客が伸び悩んでいたことから、夏と冬の⽇帰り 2 回に変更し、夏は申
込（23名）があったものの、冬は参加者が集まらず中⽌となりました。⼩学⽣向けキャンプも定員に届かないもの
が出始めています。今の⼦ども・保護者のニーズを汲み取った事業、体験格差等の社会課題に役⽴つ事業を展
開する必要があります。 
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 施設整備で⼤きく取り組んだこととしては、キャンプ場では、ボサ置きの⼿法での森の⼟壌改善、⼀部テントベー
スの拡張とウッドデッキ化、第 4 炊事場のかまどの更新、銀寄ほか緑化樹の植樹などを⾏いました。本館では、宿
泊室のベッドのすのこ更新を⾏いました。すのこの制作については、修繕費だけでなく、協会の資⾦を利⽤しての更
新となりました。南の沢の上流のダム設置⼯事時に、植栽した樹⽊のカバーについては、2026年度に撤去と下草
の伐採等を⼤阪府予算で実施する予定です。トイレの洋式化は 2026 年度より順次⼯事が実施される予定で
すが、原⽔槽の内壁剥がれ、本館の廊下壁⾯剥がれ、館内の結露発⽣と消防設備の誤作動など、⽼朽化によ
る不具合については、引き続き豊中市と状況共有しながら、対応していきます。 
 わっぱる存続のための施策として、2026 年度からは、利⽤者数 20,000 ⼈に向けた平⽇の学校利⽤はじめ、
新たな利⽤者層の開拓が最優先課題です。体制強化を図るべく、常勤職員の 1名増員を予定していましたが、
3 ⽉に 1 名退職、4 ⽉から新規職員 1 名を迎え、現状維持となっています。職員募集は継続し、サポートスタッ
フの増員にも取り組みます。これまで以上に多くの⽅のご協⼒をいただきながら、新たな 5 年間に向かっていきます。 

 

3. 事業の実施状況 
（１） 野外活動等に関する事業 
① 協会主催事業 

NO 
事業名 

対象 定員 
実施⽇ 参加費 参加数 

スタッフ 
(内 Co) 

プログラム 

1-1 
アウトドアクラブ BBQ 

中⾼⽣ 10 名 
5 ⽉ 25 ⽇

（⽇） 
6,000 円 10 3（0） 

BBQ と顔合わせ、⾃
⼰紹介。 

1-2 
アウトドアクラブ川のぼり 

中⾼⽣ 10 名 
7 ⽉ 6 ⽇
（⽇） 

6,000 円 6 3（1） 
⽔鉄砲遊び、川のぼ
り、キャンプでやりたい
ことの話し合い 

1-3 
アウトドアクラブキャンプ 

中⾼⽣ 10 名 

7 ⽉ 26 ⽇
（⼟）〜27 ⽇

（⽇） 
13,000 円 9 3（0） 

テント泊、岩棚ハイキ
ング、⽔遊び、ピザつく
り、たこ焼き、流しそう
めん、すいかわりなど。 

1-4 
アウトドアクラブハイキング 

中⾼⽣ 10 名 
10 ⽉ 26 ⽇

（⽇） 
6,000 円 6 4（2） 

廃線跡ハイキング、私
の⽊探し、⽯切り、⾜
湯 

1-5 
アウトドアクラブたき⽕ 

中⾼⽣ 10 名 
12 ⽉ 21 ⽇

（⽇） 
6,000 円 9 4（0） 

マッチ3本で⽕おこしを
してたき⽕、焼き料理 

1-6 
アウトドアクラブ企画会議 

中⾼⽣ 10 名 
1 ⽉ 18 ⽇

（⽇） 
3,000 円 5 1（0） 

3 ⽉にやりたいことの話
し合い 

1-7 
アウトドアクラブ参加者企画 

中⾼⽣ 10 名 
3 ⽉ 22 ⽇

（⽇） 
6,000 円 10 5(1) 

⻤ごっこ、かくれんぼ、
カレーづくり、ハイキン
グ、はげ⼭でカラオケ、
卒業⽣を送る会 

2 わっぱる運営懇談会 
3 ⽉ 8 ⽇
（⽇） 

なし 5 5（0） 

わっぱるの運営状況の
報告と今後の運営に
関するご意⾒などを伺
う。 
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3-1 
⼤⼈のクラフト① 

かごづくり 
中学⽣以上 10 名 

1 ⽉ 11 ⽇
（⽇） 

4,000 円 3 2（0） 
つるやテープを使ったか
ごつくり 

3-2 
⼤⼈のクラフト② 

華炭、炭団、スモーカー 
中学⽣以上 10 名 

2 ⽉ 15 ⽇
（⽇） 

4,000 円 3 3（0） 
グラススモーカー、華
炭、炭団つくり。 

3-3 
⼤⼈のクラフト③ 

いすづくり中学⽣以上 10 名 
3 ⽉ 8 ⽇
（⽇） 

4,000 円 4 3（0） 
太枝とテープでいす作
り 

 
② わっぱる主催事業 
区分 事業概要 事業数 
A わっぱるキッズ事業（⼩学⽣対象の⽇帰り・宿泊⾃然体験） 7 
B オープンフェスタ（家族対象の⽇帰り・宿泊⾃然体験） 3 
C 指導者育成・交流事業 5 
D 社会課題解決型事業 3 

 

NO 
区
分 

事業名 
対象 定員 

実施⽇ 参加費 
参加数 
(申込) 

スタッフ 
(内 Co) 

プログラム 

1 C 
キックオフワーク 

キャンプ 
⻘少年指導者 

4 ⽉ 12 ⽇（⼟）
〜13 ⽇（⽇） 

無料 
野協 25（内 Co 7） 

他団体 6  

ボサ置き、場内⽔路整備、川
原エリア清掃・整備など。作業
⾵景の写真撮影や、ロープワ
ーク講習での交流など。 

2 C 

夏季利⽤団体調整
会 

夏休み期間の利⽤
団体の代表者 

6 ⽉ 8 ⽇(⽇) 無料 66（66） 5 

わっぱるから、夏季利⽤時の
諸注意の伝達。同⽇利⽤の
団体同⼠で希望プログラムを
元に活動場所や活動時間の
調整を⾏う。 

3 A 
⽣きもの観察 

⼩学 1〜6 年⽣ 
各 25 名 

6 ⽉ 14 ⽇(⼟) 
6,500 円 

現地集合 5,500 円 

 25 (36) 11(5) 
森で捕⾍アミやオサムシトラッ
プを使って、昆⾍や両⽣類の
捕獲と観察。⽔辺では、もんど
りやガサガサで、⽔⽣昆⾍や
⿂などの捕獲と観察。 

6 ⽉ 15 ⽇(⽇) 24 (42) 12(4) 

4 C 
ワークキャンプ 

⻘少年指導者 
6 ⽉ 27 ⽇(⾦)〜

29 ⽇(⽇) 
無料 

野協 35（内 Co18） 
他団体 37 

⽔遊び場清掃、草刈り、⽔
路・側溝整備。宿泊棟ベッド・
エアコンフィルター・換気扇・扇
⾵機清掃、場内柵撤去、境
界丸太設置。 

5 A 
サマーキャンプ 

⼩学 1〜3 年⽣ 
45 名 

7 ⽉ 26 ⽇(⼟)〜
27 ⽇(⽇) 

15,500 円 
現地集合 14,500 円 

42(72) 28（23） 

宿舎泊。ナイトハイクなど。活
動は 6〜7 ⼈でのグループで
⾏い、⾃然体験の楽しさと新
しい友だちづくりを体験。 

6 A 
いついつキャンプ 
⼩学 1〜6 年⽣ 

各⽇ 8 名 

7 ⽉ 30 ⽇(⽔)〜
8 ⽉ 12 ⽇(⽕) 

1 泊 2 ⽇あたり 
10,500 円 

69(78) 29（22） 

毎⽇⼦ども会議を⾏い、その
⽇に何をしたいかを話し合って
決めるという意思決定のプロセ
スを重視。川遊びやたき⽕、テ
ント泊、おやつ作りやクラフト、
ハイキングなどを実施。 
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7 A 
サマーキャンプ 

⼩学 4〜6 年⽣ 
45 名 

8 ⽉ 15 ⽇(⾦)〜
17 ⽇(⽇) 

21,000 円 
現地集合 20,000 円 

40(45) 34（26） 

テント 1 泊、宿舎 1 泊。祭りを
テーマに、6〜7 ⼈の班活動を
⾏う。祭りへの出しものを企
画・準備することを通じて、協
⼒して達成する楽しさを体
験。 

8 C 
ワークキャンプ 

⻘少年指導者 

8 ⽉ 30 ⽇（⼟）
〜8 ⽉ 31 ⽇

（⽇） 
無料 

野協 31（内 Co 11） 
他団体 16 

ホール、⾷堂など館内の清掃
（壁・床）、⽔遊び場の撤
収、サイトテーブルやウッドデッ
キに防腐剤塗布、炊事場配
管の灰処理など、夏季期間の
⽚づけを中⼼に実施。 

9 D 

ユースチャレンジキャン
プ 

困難を有する若者
10 名 

9 ⽉ 17 ⽇（⽔）
〜21 ⽇（⽇） 

8,000 円 5(6) 
野協

12(3) 
キャリア 8 

ねずの⾥、のぎくの⾥のテント
ベースのウッドデッキ化、カレー
づくりやキャンプファイヤーなどの
キャンプ活動を通じて、⽣活リ
ズムを整え、就労に向けたトレ
ーニングの場とする。 

10 D 防災キャンプ 
9 ⽉ 23 ⽇（⽕・

祝） 
⼤⼈ 3,000 円 
⼦ども 2,000 円 

23(32) 
野協

11(7) 
他団体 2 

いざ災害が起こったときにそれ
ぞれの⽴場で適切な⾏動をと
れるように⼼構えや具体的な
準備を⾏うきっかけ作りを⾏
う。 

11 B 秋のファミリーキャンプ 
11 ⽉ 8 ⽇（⼟）

〜9 ⽇（⽇） 

⼤⼈ 8,000 円 
⼦ども 6,000 円 

3歳以下 1,000 円 
8（12） 10(6) 

わっぱるの秋を満喫し、キャン
プを⼦どもだけ、⼤⼈だけ、ま
た家族みんなでも楽しむ。 

12 B 

⾥⼭の秋 
オープンフェスタ 
家族ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
各 100 名 

11 ⽉ 22 ⽇(⼟) 
11 ⽉ 23 ⽇(⽇) 

⼤⼈ 2,500 円 
⼦ども 1,500 円 
3歳以下 500 円 
⼤⼈宿泊 6,500 円 
⼦ども宿泊 4,500 円 
3歳以下宿泊 700 円 

98（161） 
野協 19
（4） 

他団体 9 
たき⽕、ウォークラリー、野点、
太陽観察、似顔絵、⽕おこ
し、クラフトなどのコーナーを家
族ごとに⾃由に回って楽しむ。 74（83） 

野協 26
（7） 

他団体 9 

13 A 
クリスマスキャンプ 
⼩学 1〜3 年⽣ 

45 名 

12 ⽉ 13 ⽇
（⼟）〜14 ⽇

（⽇） 

15,000 円 
現地集合 14,000 円 

34(48) 27(22) 
クリスマスをテーマにしたウォーク
ラリー、クラフト、スタンツなどを
班活動で⾏う。 

14 D 防災キャンプ 1 ⽉ 17 ⽇（⼟） 
⼤⼈ 3,000 円 
⼦ども 2,000 円 
3歳未満 500 円 

（2）  中⽌ 

15 B 
冬のファミリーデイキャ
ンプ家族・グループ

40 名 

1 ⽉ 24 ⽇（⼟） 
⼤⼈ 2,500 円 
⼦ども 1,500 円 
3歳未満 500 円 

15(15) 16(5) 
たき⽕、ウォークラリー、みそつく
り、⽕おこし、クラフト、キャンプ
グッズのお試し会などのコーナ
ーを家族ごとに⾃由に回って
楽しむ。 

1 ⽉ 25 ⽇（⽇） 10(14) 15(5) 

16 A 
冬の森キャンプ 

⼩学 4〜6 年⽣ 
20 名 

2 ⽉ 21 ⽇（⼟）
〜22 ⽇（⽇） 

15,500 円 
現地集合 14,500 円 

21(23) 28(21) 

7〜8 ⼈での班活動。班ごと
に、皆で協⼒してキャンプ中に
使⽤する通貨を集めてキャン
プ中に使⽤することで、皆のお
⾦の⼤切さを学ぶことを通じて
グループワークを⾏う。 



 

P. 6 
 

17 C 
⻘少年指導者研修会 

指導者 
各⽇ 24 名 

2 ⽉ 28 ⽇（⼟） 
中央公⺠館 

2,000 円 
野協 13（7） 

講師 1 
⾝体を使った関わりのワークを
通じて、⾃分がどのように感じ
たかに気づくことで、他者とのコ
ミュニケーションを考えるきっか
けとする。 

3 ⽉ 7 ⽇（⼟） 
わっぱる 

5,000 円 
野協 6（1） 

講師 1 

18 A 
⾳楽の森キャンプ⼩
学 3〜6 年⽣ 30

名 

3 ⽉ 14 ⽇（⼟）
〜15 ⽇（⽇） 

17,000 円 7(7) 
野協

17(12) 
講師 1 

1 泊 2 ⽇の間に太⿎の練習
を⾏い、皆で⼀つのものを作り
上げる。2 ⽇⽬には迎えに来
た保護者に演奏会を⾒てもら
った。 

 
 

③ 受託事業 

NO 
事業名 

対象 定員 
実施⽇ 参加費 

参加数 
（申込） 

ｽﾀｯﾌ数 
（内 Co） 

ｺﾗﾎﾞ先企業 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

1 

わっぱるサマーキャンプ
with ともに⾷卓 
ひとり親家庭の⼩学
⽣と家族 30組 

7 ⽉ 12 ⽇(⼟) 
〜13 ⽇(⽇） 
1 泊 2 ⽇ 

⼤⼈ 5,000 円 
⼦ども 3,000 円 
児童扶養⼿当 
受給世帯は半額 

70(102) 

35(21) 
その他 
コラボ先スタッフ１
名 

「ともに⾷卓」様の指導によるひき
⾁と⽺腸でウインナーを⼿作りす
る体験を提供。薪パン⽇々さん
のパンに挟んで、ホットドッグにし
て昼⾷にいただく。家族ごとに川
遊びやクラフト体験、ハイキングな
どの他、全体でキャンプファイヤー
など。テント泊と宿舎泊を選択で
きるようにする。 

2 

教育⽂化事業 
ｴｷｻｲﾃｨﾝｸﾞのせ 
近隣の家族・グループ 
各⽇約 150 名 

10⽉18⽇（⼟） 
10⽉19⽇（⽇） 
各⽇⽇帰り 

⼤⼈ 2,500 円 
⼦ども 2,000 円 

① 18 ⽇ 
59(59) 
 
② 19 ⽇ 
119(144) 

① 18 ⽇ 
野協 36（12）
※ コラボ先スタッフ
17 名 
 
② 19 ⽇ 
野協 37（15）
※ コラボ先スタッフ
17 名 

なわとび世界チャンピオンの⿊野
寛⾺さんによる、なわとびに関す
るトークショーをメインに、能勢町
内から忍道蜻蛉館の忍者体
験、能勢町漁協のマス釣り、染
めどころゆうの草⽊染め、⼤阪府
森林組合の⽊⼯クラフト、能勢
酒造の飲料販売など多数協⼒
いただいた。他にも、テントサウナ
やツリーイング、レジンのクラフトな
どの体験も⾏う。 

3 
ｵﾚﾝｼﾞﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟ 
家族・ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
15組 

2 ⽉ 7 ⽇（⼟）〜
8 ⽇（⽇） 
1 泊 2 ⽇ 

⼤⼈ 5,000 円 
⼦ども 4,000 円 
3歳未満 500 円 

44(56) 
野協 28(20) 
※ コラボ先スタッフ
2 名 

1 ⽇⽬はレザークラフトを提供。
財布やキーケースなどを制作。⼦
どもたちにもお菓⼦つくりなどを提
供した。2 ⽇⽬は平⽥タイルさん
によるモザイクアート体験。⾷堂
の壁の装飾を制作。昨年の参加
者の作品とかけ替えた。⾷事を
通常の給⾷形式ではなく、鍋や
バイキングなど家族ごとに楽しめ
るスタイルで提供。 
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（２） 野外活動等の指導者育成事業 
① 指導者の推移 

所属するボランティア（キャンプカウンセラー）の⼈数は以下のように推移しています。 
2025 年度 60名 2024 年度 59名 2023 年度 62名 
※いずれも年度末時点での登録者 

 
② 指導者への研修実施 

  以下の研修を実施しました。 

⽇程 会場 内容 参加ｶｳﾝｾﾗｰ
（延べ⼈数） 

4 ⽉ 18 ⽇(⾦) こべや 室内研修︓スタートアップ研修 8 名 

5 ⽉ 10 ⽇(⼟) 

〜5 ⽉ 11 ⽇(⽉) 
わっぱる 宿泊研修︓野外活動の技術、フィールドの理解 等 23 名 

5 ⽉ 12 ⽇(⽉) こべや 室内研修︓基礎研修① (理念・カウンセラー・野外活動 等) 22 名 

5 ⽉ 23 ⽇(⾦) こべや 室内研修︓テーマ研修① (A チーム) 14 名 

5 ⽉ 27 ⽇(⽕) こべや 室内研修︓基礎研修② (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについて) 13 名 

5 ⽉ 31 ⽇(⼟) 

〜6 ⽉ 1 ⽇(⽇) 
わっぱる 宿泊研修︓野外活動の技術、フィールドの理解 等 19 名 

6 ⽉ 12 ⽇(⽊) こべや 室内研修︓テーマ研修② (B チーム) 13 名 

6 ⽉ 21 ⽇(⼟) 

〜6 ⽉ 22 ⽇(⽇) 
わっぱる 宿泊研修︓救急法、野外炊事、テント設営、ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ 等 14 名 

6 ⽉ 20 ⽇(⾦) こべや 室内研修︓基礎研修③ (ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝについて) 11 名 

7 ⽉ 20 ⽇(⽇) 地域共⽣センター ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ(個⼈情報、ﾊﾗｽﾒﾝﾄ)について 12 名 

9 ⽉ 13 ⽇(⼟) 

〜14 ⽇(⽇) 
わっぱる 宿泊研修︓夏の振り返り、フォローアップ、下期⽬標設定等 14 名 

10 ⽉ 10 ⽇(⾦) こべや 室内研修︓基礎研修④ (組織キャンプ・事業の創り⽅) 17 名 

11 ⽉ 2 ⽇(⽇) ふれあい緑地 ⽇帰り研修︓カーニバル研修（企画実践研修） 36 名 

11 ⽉ 16 ⽇(⽇) 初⾕キャンプ場 ⽇帰り研修︓テーマ別⽇帰り研修（C チーム） 20 名 

2 ⽉ 11 ⽇(⽔) こべや 室内研修︓後期応⽤研修 （サイトプログラム 1） 10 名 

2 ⽉ 28 ⽇(⼟) 中央公⺠館 ⻘少年指導者研修会 1 ＠豊中市 7 名 

3 ⽉ 7 ⽇(⼟) わっぱる ⻘少年指導者研修会 2 ＠能勢町 1 名 

3 ⽉ 21 ⽇(⼟) こべや 室内研修︓後期応⽤研修 （サイトプログラム 2） 7 名 

 
③  カウンセラーとの⾯談 
A) 新⼈オリエンテーション（定期） 

2026 年度⼊会者向けに、協会の概要や活動予定、組織キャンプについてのオリエンテーションを⾏いました。 
B) パーソナルミーティング（不定期） 

随時、理事が必要と判断したカウンセラーと、今後の⽬標や振り返りなどの個別⾯談を実施しました。全体
で実施はせず、個別に⾯談が必要なカウンセラーと実施しました。 
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④  新⼈カウンセラー募集活動 
オンラインを中⼼に以下の取り組みを⾏った結果、延べ 16名のカウンセラー登録がありました。 
A) 新⼈募集オンライン説明会 

⼊会を検討している⽅を対象に、オンラインを活⽤して団体概要や活動内容の紹介を⾏っています（約 1
時間/回）。主にカウンセラー中⼼の募集チームが継続して主体的かつ積極的に活動中です。2025 年度
も、募集担当カウンセラーにより SNS等を強化し広報⼒アップにより、募集強化を実施しました。 

B）その他のオンラインでの取り組み 
l 主にボランティア紹介サイト「activo」を積極的に活⽤。随時、情報を更新し情報鮮度を維持していま

す。特に、重点期間（3 ⽉〜4 ⽉）には、有料サービスを使って、戦略的に募集⼒を強化しました。 
l 募集に特化した広報コンテンツの魅⼒化を検討し、随時アップデートして発信しました。 
l SNS「Instagram」の情報更新度も向上させ、リアルタイムで活動の様⼦を発信しました。 
（＠yakyoco） 

C）現役カウンセラーの通っている学校、友⼈や知り合いへの⼝コミも効果的に活⽤し募集活動を継続しました。 
 

⑤ カウンセラー会 
チーフカウンセラーを中⼼に、カウンセラー会による、歳末の集い、歓送会、カウンセラールーム整備事業などの定

期的な取り組みが実施されました。カウンセラーの交流企画も不定期に実施されました。 
また 1〜２年⽬の若⼿カウンセラーを対象に先輩カウンセラーが座談会形式や交流会形式で様々な取り組み

が実施されており、活動で悩んでいること、疑問に思っていることの相談に乗り、事業に向けた具体的なアドバイス
やプログラムの実践体験、さらにカウンセラーそれぞれのパーソナリティーを活かすテーマ別の集いなどをカウンセラーが
主体になって企画し実施しています。 

 
（３） わっぱる管理運営事業 
① 職員配置 

豊中市⽴⻘少年⾃然の家の適切な管理運営を⾏うため、以下のように職員・スタッフを配置し業務に従事しま
した。 
【職員・スタッフの内訳】 

雇⽤形態 職名 
職員 
数 

担当する業務内容 役割 

常勤職員 所⻑ １ 
指定管理業務の企画⽴案と運営、利⽤料他
収⼊管理、施設管理、労務管理、豊中市との
連絡調整業務、職員の研修計画策定 

業務運営責任者 

常勤職員 指導員 ２ 
利⽤者対応、施設管理、主催事業担当、個
⼈情報管理、ホームページ更新、SNS 等情報
発信、安全衛⽣管理、物品調達、備品管理 

利⽤者対応 
業務運営 

常勤職員計 3  
 

雇⽤形態 職名 
職員 
数 

担当する業務内容 役割 

副理事⻑ 運営事業ﾁｰﾑ １ 指定管理業務全体の統括 統括責任者 
⾮常勤職員 
（通年） 職員 １ 森の整備、利⽤者対応、施設管理 森林整備担当 
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⾮常勤職員 
（通年） 職員 1 

利⽤促進策の企画・運営、利⽤者対応、施
設管理 

プログラム開発担当 
業務運営 

⾮常勤職員 

（通年） アルバイト 1 
施設管理、外注契約指導・履⾏確認、安全
衛⽣管理、物品調達、施設管理、備品管理 

施設管理担当 

理事 わっぱる担当 1 施設管理・森林整備の計画策定、整備作業 施設管理担当 
⾮常勤職員 

（通年） 
サポート 
スタッフ 

10 利⽤者対応、整備・清掃等作業 
業務運営補助・ 
施設整備補助 

⾮常勤職
員（繁忙
時） 

セキュリティ 
スタッフ 

6 
夜間・早朝巡回（⽕気点検・施錠・開錠）、
夏季連続利⽤期間の昼間の正⾨前安全管
理 

業務運営補助 

事務局職員 事務局職員 1 
各種ﾒﾝﾃﾅﾝｽ契約事務、利⽤者対応補助、施
設管理補助 

 

理事 財務担当 １ 経理業務、労務管理（協会本部） 
労務管理責任者 
経理業務責任者 

⾮常勤職員計 23  
 
② 運営関係 
A) 利⽤状況 

指標 

最高評価 

サービス 

水準 

確保すべき 

サービス 

水準 

2021 

年度 

2022 

年度 

2023 

年度 

2024 

年度 

2025 

年度 

利用団体数

（団体） 
340 280 327 310 343 349 325 

利用者数

（人） 
16,000 

13,000 

(23,24

年度は

7,800) 

6,830 9,322 13,433 13,926 14,344 

利用率

（％） 
30% 15% 18.6％ 24.6% 25.8% 33.5％ 30.9％ 

主催事業 

実施数 
15 10 16 16 18 17 17 

 
B) 主催事業実施状況 

３章 事業の実施状況に記載しているため、本節では省略します。 
 

C) その他の活動 
l スリーピングシーツの提供、飲料や薪等の物販、クラフト、プログラム指導（有料）などを⾏いました。 
l 利⽤促進のための企画として、団体予約の少ない週末に、家族向けの、ピザづくり体験会、天体観測、

おもちつき、七輪体験会、草⽊染めを企画しました。（天体観測は曇天により中⽌）合計 26組 87
名の利⽤に繋がりました。 

l のぎくの⾥・ねずの⾥のテントベース各２基を拡張・ウッドデッキ化し、⾬天時のテント泊の快適性を向
上しました。 
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③ 管理関係 
A) 施設管理の外部委託状況 
以下の業務を外部業者に委託しました。 
l ⾷堂運営、清掃業務 
l ⾃家⽤電気⼯作物保守点検 
l 消防設備機器保守点検 
l 浄化槽設備維持管理 
l 給湯⽤ボイラー保守点検 
l 暖房⽤ボイラー保守点検 
l ⽔質管理機器保守点検 
l ろ過装置保守点検 
l ⽔質検査 
l ごみ処理 
l 天体望遠鏡保守 

 
B) 施設管理に関する実施項⽬ 

l 豊中市予算による⼯事対応（業者による⼯事） 
・ 浄⽔場内活性炭の交換（2 ⽉） 
・ 宿泊棟男⼦トイレの壁⾯補修（CB壁の補強 3 ⽉） 

 

l 年間を通じ、以下の整備業務を実施しました。 
・ 第 1炊事場周辺をボサ置きの⼿法で整備（4 ⽉キックオフワークキャンプ） 
・ 川原エリアの落ち葉掃き・区画整理（4 ⽉キックオフワークキャンプ） 
・ 場内伐⽊の⼀部をチップにして BBQ エリアに敷く（4 ⽉・6 ⽉・継続中） 
・ 宿泊棟ベッドマット撤去・解体（4 ⽉・5 ⽉・8⽉） 
・ 1PGのファイヤーベース補修（5 ⽉） 
・ レンガ広場のレンガ補修（5 ⽉・6 ⽉） 
・ 第 3 トイレ（⼥⼦）個室扉の調整・補修（5 ⽉・6 ⽉） 
・ 宿泊棟トイレ（⼥⼦）個室扉のカギ交換・調整（5 ⽉） 
・ ⽞関・レンガ広場周辺の花壇・植栽の⼿⼊れ、柵撤去（5 ⽉） 
・ 4FB のファイヤーベース補修（6 ⽉） 
・ 2炊〜のぎくの電線ワイヤー張り直し（6 ⽉） 
・ ねずの⾥テントベースのウッドデッキ化（6 ⽉ワークキャンプ、9⽉ユースチャレンジキャンプ成果物） 
・ のぎくの⾥テントベースのウッドデッキ化（9⽉ユースチャレンジキャンプ成果物） 
・ 館内結露対応（6 ⽉） 
・ ⾷器配布台の屋根補修（7⽉） 
・ 管理棟 1F 男⼦トイレの壁と扉にシート張り（8⽉） 
・ 資材置き場整理（8⽉） 
・ BBQ エリアのテーブルメンテナンス（8⽉） 
・ 場内サイトテーブル・ウッドデッキの防腐剤塗り（8⽉ワークキャンプ） 
・ 炊事場・サイトテーブル屋根の落ち葉落とし（8⽉ワークキャンプ） 
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・ 道の拡幅 5FB〜5炊、⼿塚丘〜1PG掲揚柱〜宿野銀座（10 ⽉） 
・ 宿泊棟男⼦トイレ扉のヒンジ修繕（12 ⽉） 
・ レンガ広場側すのこ下、正⾨周辺、バス停の清掃（12 ⽉） 
・ 焼却灰の仕分け（12 ⽉） 
・ 宿泊棟ベッド⽤すのこの設置（1 ⽉） 
・ 銀寄栗 2本・緑化樹３種 10本の苗⽊⽤の⽳掘り・定植（1 ⽉・2 ⽉） 
・ 落ち葉集積場所設営（1 ⽉・2 ⽉） 
・ ガレージ備品整理（1 ⽉） 
・ 厨房横備品庫の整理・収納（2 ⽉・3 ⽉） 
・ 野外電気系統の調査（2 ⽉） 
・ 第 1炊事場の消⽕器ケース補修（2 ⽉） 
・ D倉庫の整理（3 ⽉） 
・ ⽴ち枯松の伐⽊、倒⽊の処理（5 ⽉・8⽉・10 ⽉〜3 ⽉） 
・ 落ち葉・廃材焼却、伐⽊の整理、薪割り（5 ⽉・6 ⽉・9⽉〜3 ⽉） 

 
l 年間を通じて実施している⽇常的な整備業務は以下の通りです。 
・ 各場所・設備・物品等の逐次点検、清掃、消毒 
・ 場内の⽔路補修、側溝掃除、草刈り 
・ 場内の⼿すり、階段、看板の補修 
・ 破損した道具類の修繕 

 
C) 業者による整備 

・ 電気メーターの交換（4 ⽉） 
・ 原⽔槽内の電極棒の交換、浄⽔場内の電気系統点検（4 ⽉） 
・ 事務所コンセントの増設（5 ⽉） 
・ 宿泊棟 1階の網扉の交換・ホールガラス扉の⼾⾞交換・職員⽤通⽤⼝の開閉調整（5 ⽉） 
・ 電気室キュービクル点検（停電点検・6 ⽉） 
・ LP ガス設備点検（9⽉） 
・ 4炊かまど補修（11 ⽉） 
・ 野外⽔道管修繕 4FB階段脇、3炊上（12 ⽉） 
・ 宿泊棟ベッド⽤すのこの制作（1 ⽉） 
・ 電気温⽔器更新（1 ⽉） 
・ ⼤規模伐⽊・引き取り（2 ⽉・3 ⽉） 
・ 第 2炊事場の⽔道管破裂部の補修（2 ⽉） 

 
（４） 野外活動等に関する情報提供事業 

A) 協会ホームページ 
l カウンセラーや職員の募集や協会の活動を広報するため、記載内容に追加や修正を⾏いました。 

B) わっぱるのホームページ 
l 事業の予告や活動報告、参加者募集に活⽤しました。 
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l 参加者説明会を YouTube で視聴者限定の配信をするなど、当⽇参加できない場合だけではなく、後
から⾒返すことができるよう環境を整えました。 

l 季節に応じた⾃然に関する発信を⾏い、魅⼒の PR に努めました。夏の気温や川の⽔量、冬季の積雪
状況などもこまめに発信し、安全に来所・活動していただけるよう努めました。 

 

（５） 野外活動等を実施しようとする団体への指導者の派遣 
各種団体が計画する野外活動等の事業に関し、当該団体からの依頼により、当協会の事業⽬的に照らし適当と
認められる事業について指導者を派遣しました。 
※ 2025 年度は以下の 8件に派遣しました。 
● ふれあい緑地フェスティバル出展（5 ⽉） 
  参加者約 405名 ⽊のこいのぼり制作クラフト指導 
● 吹⽥ CROSS 万博に出展（9⽉） 

参加者 400〜500名。アウトドア体験ブースで「まいぎり」での⽕おこし体験 
● 能勢町役場 おおさかのてっぺんフェスティバル出展（10 ⽉） 
  参加者約 80名 写真⽴てのクラフト指導 
● しまだ防災フェスタ（11 ⽉） 
  参加者 29名 ⽕打⽯での着⽕体験、ドームテントの展⽰ 
● とよなか市⺠環境展出展（11 ⽉） 
来場者約 2700名。 わっぱる紹介パネルと樹⽊標本展⽰、葉っぱのしおり作り。70〜80名が、葉っぱ
のしおり作りを体験。 

● ⼤阪市内にて職場体験セミナー出展（12 ⽉） 
      参加者約 140名 松ぼっくりツリーのクラフト指導と環境教育インストラクターの仕事についての紹介 

● 能勢町ささゆり学園（能勢中学校）インターンシップフェア（3 ⽉） 
参加者約 20名 わっぱるの仕事についての講座 

● ⻘少年交流⽂化館いぶき 創造活動（5 ⽉、8⽉、2 ⽉、3 ⽉  ※ わっぱるにて 11 ⽉） 
参加者約 10〜15 名 マイ植⽊鉢づくり・宇宙アサガオの種植え（5 ⽉）、夏祭りをテーマにしたゲーム
（8⽉）、お楽しみ会企画と実施（2 ⽉）、エールを送る会と連絡会（3 ⽉）。 
11 ⽉に⽇帰り体験活動として「わっぱる」でカートンドッグづくりやウォークラリーを実施。（約 20 名参加） 

 
（６） 野外活動の調査研究事業 

主に、以下の調査研究事業を⾏いました。 
l 野外活動に関する資料の収集  

Ø 動植物、野外料理に関する資料等 
l 野外活動等のフィールド調査 

Ø 周辺地域のハイキングコースや周辺施設への訪問・調査等 
l プログラム開発のための諸調査 

Ø クラフトやアウトドアクッキングの情報収集・練習、他施設のプログラム調査等 
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4. 総会の開催状況 
（１） 2025 年度通常総会（2024 年度事業報告・収⽀報告） 
・ ⽇   時︓2025 年６⽉ 22 ⽇（⼟）10:00〜11:10 
・ 場   所︓豊中市⽴中部保健センター 
・ 会員総数︓30名 
・ 出席者数︓27名 

   うち会場出席 9名 
   うちオンライン（zoom）出席 6名 
   うち委任状出席 12名 

・ 内   容︓ 
   第 1号議案 2024 年度事業報告書(案)承認の件 
   第 2号議案 2024 年度決算報告書(案)承認の件 
   審議の結果、賛成多数で可決承認。 

 
（２） 2025 年度通常総会（2026 年度事業計画・収⽀予算） 
・ ⽇   時︓2026 年 3 ⽉ 20 ⽇（⾦・祝）10:00〜11:30 
・ 場   所︓豊中市⽴中央公⺠館  
・ 会員総数︓３０名 
・ 出席者数︓２５名 

   うち会場出席 14名 
   うちオンライン（zoom）出席 2名 
   うち委任状出席 9名 

・ 内   容︓ 
第 1号議案 2026 年度事業計画書(案)及び収⽀予算書(案)承認の件 

   第 2号議案 2026 年度年会費の額の承認の件 
   第 3号議案 決算総会の実施に関する承認の件  
   審議の結果、賛成多数で可決承認。 
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5. 理事会の開催状況 
 協会運営、事業予算、事業進捗確認等について協議しました。 

回数 開催⽇付 
第１回 2025 年４⽉ 2 ⽇ 
第２回 2025 年 6 ⽉ 4 ⽇ 
第３回 2025 年 9⽉ 3 ⽇ 
第４回 2025 年 11 ⽉ 3 ⽇ 
第５回 2025 年 12 ⽉ 5 ⽇ 
第６回 2026 年 1 ⽉ 7⽇ 
第７回 2026 年 1 ⽉ 28⽇ 
第８回 2026 年 2 ⽉ 4 ⽇ 
第9回 2026 年 3 ⽉ 4 ⽇ 

 


